
指名打者の取り扱いについて（５.１１(a)） 

全軟連が主催する大会においては、指名打者ルールを使用することができる。 

（学童部・少年部は大谷ルールを適用しない。） 

１ 指名打者ルールは、次のとおりである。 

①チームは、投手に代わって打つ打者(指名打者)を指名することができる。 

②チームは必ずしも指名打者を指名しなくてもよいが、試合前に指名しなかったときは、

その試合で指名打者を使うことができない。 

③試合開始前に交換された打順表に記載された指名打者は、相手チームの先発投手に対

して少なくとも１度は、打撃を完了しなければ交代できない。ただし、その先発投手が

交代したときは、その必要はない。 

④指名打者に代えて代打者を使ってもよい。その代打者は以後指名打者となる。退いた指

名打者は、再び試合に出場できない。 

⑤指名打者に代えて代走者を使ってもよい。その代走者は以後指名打者となる。指名打者

が代走者となることはできない。ただし、臨時代走者になることはできる。 

⑥指名打者は、打順表の中でその番が固定されており、多様な交代によって打順を変える

ことはできない。 

《2023 年新規》 

⑦チームは、指名打者に投手を指名することができる。 

⑧先発投手、指名打者として二刀流(両方）で試合に出場する場合は、別々の選手として

扱う。 

⑨監督は、打順表に１０名の選手名を記載する。１つは先発投手として、もう１つは指名

打者として。 

⑩二刀流選手は先発投手として交代しても、引き続き指名打者として出場できる。 

⑪二刀流選手は指名打者として交代しても、引き続き先発投手として出場できる。 

⑫二刀流選手が両方同時に交代する場合には、他の二刀流選手との交代は認められない。

二刀流選手の出場は、試合開始前だけに限られる。 

２ 指名打者の役割が消滅する場合は,次のとおりである。 

①指名打者が守備位置についた場合。この場合、投手は退いた守備者の打順を受け継ぐ。 

②投手が他の守備位置についた場合 

③代打者または代走者が試合に出て、そのまま投手となった場合 

④投手が指名打者の代打者または代走者になった場合 

⑤他の守備位置についていたプレーヤーが投手になった場合 

⑥登板中または新しく出場する投手を打順表に入れた場合 

《2023 年新規》 

⑦二刀流選手が指名打者から投手以外の他の守備位置についた場合、それ以降指名打者

の役割は消滅する。 



※指名打者  

指名打者については、2011 年の規則改正で詳細に、かつ箇条書きに分かりやすく規定さ

れている（5.11(a)）。  

規則 5.11(a)の(8)、(9)、(10)、(11)、(12)、(14)に“指名打者の役割は消滅する”と書かれ

ている。これは、これらの規定により“指名打者の役割が消滅した”場合、それ以後の選手の

交代や打撃順の指名については、指名打者ルールを使用していないときと同じように進め

ていくことになる。  

試合開始のときの先攻チームの打撃順を次のように設定し、指名打者の役割が消滅した

後の打撃順指名について例題で確認したい。  

※投手Ａ、５番 DH：Ｂ、６番レフトＣ、７番ショートＤ、８番ファーストＥ  

例題 1：５番 DH のＢがレフトの守備についた。  

DH は自分の番のところで打撃を継続する。投手ＡはレフトのＣの打順に入る。  

（5.11(a) (5)）  

打順：５番レフトＢ、６番ピッチャーＡ  

例題２：５番 DH のＢがレフトの守備につき、ショートもＤからＦに交代した。  

投手ＡはレフトＣまたはショートＤのどちらの打順に入っても良い（5.11(a) (5)）。指

名打者は、多様な交代があっても打順を変えることは許されない（5.11(a) (7)）。  

打順①：５番レフトＢ、６番ピッチャーＡ、７番ショートＦ  

打順②：５番レフトＢ、６番ショートＦ、  ７番ピッチャーＡ  

例題３：５番 DH のＢがレフトの守備に、投手 A がファーストの守備につき、救援投手Ｇ

が登板した。  

DH は自分の番のところで打撃を継続し、ファーストＡと救援投手 G はレフトＣまた

はファースト E のどちらの打順に入っても良い（5.11(a)(5)、同(a) (7)）。  

打順①：５番レフトＢ、６番ピッチャーG、８番ファースト A 

打順②：５番レフトＢ、６番ファースト A、８番ピッチャーG 

例題４：１回の表、攻撃側の監督は５番 DH に代打を申し出た。この交代は認められるか。  

相手チームの先発投手が交代していない場合、この交代は認められない。（5.11(a)(2)）  

例題５：投手Ａがファーストの守備につき、ファーストＥが投手になった。  

投手だったＡは DH の打順に入る。（5.11(a)(8)）  

打順：５番ファーストＡ  、８番ピッチャーＥ  

例題６：投手Ａがファーストの守備につき、ファーストＥに代わって救援投手Ｇが登板した。 

ファーストの守備についたＡは DH のＢ、または、ファーストＥのどちらかの打順を

選択することができる。（5.11(a)(8)、5.10(b)[原注]）  

打順①：５番ピッチャーＧ、８番ファースト A 

打順②：５番ファーストＡ、８番ピッチャーＧ  

上記の例題３、５、６の投手 A は、規則 5.10 による投球義務を果たしていることが条

件となる。  

また、たとえば、1 回表、相手チームの先発投手が交代することなく４番打者で攻撃が

終わり（DH のＢは打席に立っていない）、１回の裏に例題５のような交代はできるだろ



うか。答えは、認められる。指名打者が一度も打席に立たないまま（相手の先発投手は交

代していない）、そのチームの投手が他の守備位置についたり（5.11(a)(8)）、他の守備位

置にいる選手が投手になったりした場合（同 (14)）、この時点で指名打者の役割は消滅す

ることになるため、規則 5.11(a)(2)は適用されなくなり、その指名打者は試合から退くこ

ともできる。  

なお、規則 5.11 には、指名打者が負傷または病気のために試合に出場することが不可

能になったときの、5.11(a)(2)に対応する規定が書かれていない。仮にこのような状況に

なった場合、常識として交代を認めることになるが（監督は控えの選手から新たな DH を

指名し、退いた DH は試合に出場したものとみなされる）、規則としては投手の規定であ

る 5.10(f)の準用や、8.01(c)の適用とすることになる。  

2022 年の OBR 改正において、MLB ナショナルリーグが指名打者制を正式採用したこ

とに伴い 5.11(b)に掲げられていた規則が不要となり削除となった。  

新たな  5.11(b)として、先発投手に限り、打順表へ投手と指名打者の双方に同じ者を記

載でき、「別々の２人」として考え、その役割を果たせる規則が設けられた。  

この規則では、投手を退いたとしても、指名打者としては続けて出場できるが、再び投

手としては出場できず、またその逆に指名打者を退いたとしても、投手として続けて出場

できるが、打者としては出場できないとなっている。  

また、仮に投手と指名打者を同時に退いた場合についても、その後の交代する選手は投

手と指名打者の双方を兼務することはできないこととしている。  

※先発投手：Ａ、５番ＤＨ：Ａ、救援投手：Ｂ、代打者：Ｃ、７番レフト：Ｄ  

（例題１～６と設定が変わっているので注意してください。）  

例題にあっては、条件としてＡは投手として第１打者への投球、ＤＨとしては１打席を既

に完了しているものとする。  

例題７：投手Ａに代わり救援投手Ｂが登板した。  

Ａは投手としては試合から退いたが、ＤＨとしてはそのまま出場できる。（5.11(b)）  

打順：５番ＤＨ：Ａは継続、救援投手：Ｂ  

例題８：５番ＤＨ：Ａの代打者としてＣが打席に入った。  

ＡはＤＨとしては試合から退いたが、投手としてはそのまま出場できる。（5.11(b)）  

例題９：投手Ａに代わり救援投手Ｂが登板したとき、監督がＤＨもＢにすると申し出た。  

「できない。」チームにおいて、先発投手自身が指名打者としても打つことができる本

規定を採用することは、最初の打順表で記載するときにのみできる。  

従って、ＤＨはＡが継続となり、必要であればＤＨ：Ａの打撃が回ってきたときにＢ以

外の代打者を送ることになる。  

Ｂを指名打者Ａに代わって打席に立たせることはできるが、この場合、指名打者の役割

は消滅し、（5.11(a)(10)）、それ以後の選手の交代や打撃順の指名については、指名打者

ルールを使用していないときと同じように進めていくことになる。  

例題 10：投手Ａがレフトの守備につき、レフトのＤに代わって救援投手Ｂが登板した。  

投手ＡはＤＨ：Ａでもあるため、指名打者は消滅し、Ａはもともとの打順を継続し、救

援投手ＢはレフトＤの打順を引き継ぐ。（5.11(a)(5)・(8)）  

打順：５番レフトＡ、７番投手：Ｂ  

 



 

※指名打者制について（追加） 

このことについては２月１３日にメールでお知らせした「※指名打者」の２ページ１２行

目以降に「新たな５.１１(ｂ)として、先発投手に限り、打順表へ投手と指名打者の双方に

同じ者を記載でき、「別々の２人」として考え、その役割を果たせる規則が設けられた。 

この規則では、投手を退いたとしても、指名打者としては続けて出場できるが、再び投手

としては出場できず、またその逆に指名打者を退いたとしても、投手として続けて出場でき

るが、打者としては出場できないとなっている。」と書かれています。 

よって 

① 投手を退いたとしても、指名打者としては試合に出場できるが、再び投手としては出

場できない。 

② 指名打者を退いたとしても、投手としては出場できるが、再び打者として打席に立つ

ことはできない。 

となります 

①の場合、投手Ａは退いたとしても指名打者Ａとして試合に出場できるわけですが、再び投

手としては出場できないとあるので、投手以外の他の守備位置につくことができると解

釈できる。この場合は、指名打者は消滅して、交代した野手の打順を投手が引き継ぐでよ

ろしいか？ 

一旦ベンチに下がった投手Ａが守備につくような感じがしますが、指名打者Ａと投手

Ａは別人格と考えてよいか。 

ご指摘のとおりです。5.11(a)(5),(12)のとおり、指名打者のみの役割となったＡがそ

の後、守備につけば指名打者の役割は消滅します。 

このＡは、そのまま自身の指名打者であった打撃順に残る必要があります。Ｂがベンチ

に退き、投手Ｃが打順に入る。 

例、５番ＤＨ＜Ａ＞、６番ＲＦ＜Ｂ＞、Ｐ＜Ｃ＞として→Ａがライトに入る。 

５番ＲＦ＜Ａ＞、６番Ｐ＜Ｃ＞ 

②の場合、指名打者Ａは退いても投手Ａとして出場し続けることはできるが、再び打者とし

て打席に立てないということは、投手Ａは他の守備位置につくことができないと解釈で

きる。 

投手Ａは、ほかの守備位置につけないので交代する場合は、ベンチに下がることになる。 

この場合、指名打者は消滅しないでよろしいか？ 

ご指摘のとおりです。投手Ａとなった後、再び他の守備に移ることは、すなわち、指名

打者を消滅させて自らが再び順に入ることになるため、これは再び打席に入ることが許

されないことが本規則で定められているので、投手Ａは退く以外に選択はないことにな

ります。ただ、単に投手Ａから他の控えである新しいプレーヤーが投手になれば、そのま

ま指名打者ルールを消滅させる必要はありません。 



指名打者の役割が消滅するケースについて 

このことについて、次の打順表を基に下記のとおり参考例を示す。 

打  順 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ｐ 

守備位置 八 四 ＤＨ 七 三 五 六 九 二  

名  前 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

① 指名打者が守備につくケース （このとき投手は、退いた守備者の打順を受け継ぐ。） 

・打順３番のＤＨ「Ｃ」が右翼守備に着いた。よって、指名打者は消滅し先発右翼手「Ｈ」

の打順を引き継ぎ投手「Ｊ」は８番打者となる。 

・指名打者３番ＤＨ「Ｃ」が投手になることも可能だが以降、投手「Ｊ」は通常認められ

る守備位置の変更で他の守備に着き、その野手の打順を引き継ぐか、守備位置の変更を

しなければベンチに下がることになる。 

② 投手が他の守備位置に着くケース 

・投手「Ｊ」が一塁の守備位置についた。よって、一塁手「Ｅ」に代わって救援投手が登

板した。一塁の守備についた「Ｊ」はＤＨ「Ｃ」または、一塁手「Ｅ」のどちらかの打

順を選択することができることになる。 

③ 代打者または代走者が試合に出てそのまま投手となるケース 

・６番打者「Ｆ」に代打者または代走者「Ｋ」が出てそのまま投手となるような場合は、

「Ｋ」が打順６番で投手となる。指名打者は消滅し三塁手「Ｆ」に代わり、３番ＤＨ「Ｃ」

または「Ｃ」に代わる選手が野手となる。 

（打順を代えることなく通常認められる守備位置の変更は可能） 

④ 投手が指名打者の代打者または代走者になるケース 

・投手「Ｊ」が打順３番ＤＨ「Ｃ」の代わりに打席に入るか、もしくは代走者となった場

合は、指名打者が消滅し以降、投手「Ｊ」が試合に出続ける間は３番打者となる。 

（「Ｊ」は打順３番を代わることなく他の守備位置への変更は可能） 

⑤ 他の守備位置についていたプレーヤーが投手になるケース 

・打順２番「Ｂ」が投手になれば指名打者は消滅する。先発投手「Ｊ」は、３番セカンド

として試合に出続けるか、あるいはベンチに下がり新たな選手が野手に入ることにな

る。 

（打順を代えることなく通常認められる守備位置の変更は可能） 

⑥ 登板中または新しく出場する投手を打順表に入れたケース 

・登板中のまま打順表に入る場合は、打順３番ＤＨを引き継ぐことになる。 

・新しく出場する投手を打順に入れる場合は、例えば打順７番ショートに代わり新しい投

手が打順 7 番のところに入り、先発投手「Ｊ」がＤＨである打順３番ショートで試合に

出続けるか、あるいは新たな選手が打順３番に入ることも可能である。 

（打順を代えることなく通常認められる守備位置の変更は可能） 

⑦ 二刀流選手が指名打者から投手以外の他の守備位置についたケース 

・投手以外の守備位置ついた時点でそれ以降指名打者の役割は消滅し、指名打者であった

打順で守備につく。このことに伴いベンチへ下がる野手の打順に新しい投手が入る。 


